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NPO やましろ里山の会 週刊ニュース 1146 号 2026-7-16 

●農園にニホンアカガエルが生息していると聞いて、両棲類の食性を研究している近畿大学の谷口琴音さ

んが野村治理事の紹介で、事務所へ訪ねてこられました。 

奈良市の富雄のキャンパスで研究されています。みなさんが出会う機会があれば大いに御協力を

してあげてください。研究の成果をニュースや会誌で紹介するお願いをしておきました。ご期待

下さい。 

 

●里山農園は口頭約束で使用のご協力をいただいてきましたが、この 4月に突然返還通告の手紙

が届けられました。大慌てで対応策を検討しましたが、理事の努力で以前と同様に使用許可が口

頭で貰えて当面安堵いたしました。これから相手さんも私たちも口頭約束の人間関係では将来に

無理が生れる可能性が考えられますので、了解が得られる範囲の貸借関係を結んでおくのが良策

との助言をいただきました。幸い理事長が弁護士ですのでご指導の了解をいただきました。法務

局という私たちとはあまり関わりがありませんでしたが、法人登記謄本や土地登記謄本を用意す

ることからはじめました。今年はこうした苦労が新しく加わって大変ですが出来るところまで取

り組んでみたいと思います。 

 

●7月 25、26 日に予定している夜の生き物調べのプログラムに白土山の洞窟への散策を取り組む

ために通路の安全確保や障害物除去のために、先日熱くうっとうしい中、踏破を試みてもらいま

した。この通路は以前白土を運び出していた昔の通路らしいと思われるルートです。最初の通路

は尾根筋のルートを開墾しましたがゴールの洞穴の上部に通じました。今回は洞穴の前面に通じ

るルートにガイド用目印が設置されました。往路は 60 分ほどかけてゆっくりと、山登り優先では

なく一歩一歩周りを眺めながら散策気分で楽しんで歩いていただければ嬉しいです。通常の歩行

速度で計ると復路は 15 分で戻る事が出来たとのことでした。新鮮な新芽の木の葉の道をゆっくり

楽しんでみてくださいね。 

25 日  夜の昆虫観察会 現地 16 時集合 20 時半解散 

26 日  (一部の希望者のみ) 朝 5 時 現地集合（集まってきている生き物を調査観察） 

  6 時 30 分には現地解散 

服装  長袖の上着 長ズボン 靴はしっかりした靴 手ぬぐい 帽子 筆記具 (*詳細は前号参照) 

 

●「マイコン教室」 7 月 19 日（日）の 10 時開始で初めて取り組

みます。京田辺市中央公民館で行います。 

現在ほんの少し参加を受け入れる余裕があります。材料費は

お一人 1000 円をお願いしています。プログラムをノートパソ

コンで打ち込みますので中学生以上の方でなければ難しいで

す。出来ればノートパソコンを持参していただければ好都合

です。昼の時間を挟んで行いますので昼食時間をとります。

飲み物を十分ご用意ください。指導担当は太田理事にお願い

しています。またスタッフにはパソコンで研究している兄さ

ん方にもお願いしています。はじめての取組ですのでご感想

をお聞かせください。里山の会では若い皆さんの成長のお手

伝いをするために今回の経験を活かしての取組を続けていけ

ることを希望しています。 
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●農園の巨木「ねむの木」伐採 

農園の入り口のねむの木は今年の春になっても新芽が出ず枯れてしまい

ました。枯れ木が倒れ事故がおきてはいけないと太田さんがチェーンソ

ーで伐採をされました。木に、剪定用三脚脚立を立てて、高い所に上

り、上の枝から順番に切り落とし、最後に根元から切断をされて危険は

なくなりました。切断面の太さは 45cm もありました。ただ畑や道路に倒

れた木、枝も邪魔にならないように片付けるのも大変でした。森島さ

ん、有田さん、金田さんも一緒に作業をしました。暑い中で汗をかきな

がらの作業、本当にお疲れ様でした。昨年は幹に樹液がたくさん出て、

カナブン、クワガタムシや蝶のキタテハ等が集まり、昆虫仲間には良い

雰囲気の場所でしたが木が枯れてしまい残念です。 

 

●8月 1 日に結成 30 周年「記念の集い」の出席のお案内ハガキを発送いたします。 

5 年前の在籍者と 2026 年度会員の皆様にお届けをいたしま

すので出席の可否のご返答をお願いいたします。出来ました

らメールでお願いいたします。[fddbw257@yahoo.co.jp]又は

0774 ｰ 64 ｰ 4183 の FAX でお願いいたします。今後の連絡方

法として活用いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

ヒメヤブラン ナツズイセン カワラナデシコ 

トキワススキ コマツナギ 

七
月
に
咲
く
木
津
川
の
花 



 

3 

 

天ケ瀬ダム建設されて62年 
放水路ができて２年 

ダムと放水路の見学会を開催  ８/20 
1953 年 8 月と 9 月に 300 人以上が死亡した山城大水害が発生しました。対策として淀川水系に次々とダムが建設

され、高山ダムや天ヶ瀬ダムなどが作られました。そして新しく天ヶ瀬ダムに放水トンネンルがつくられたので現

地現場でお話を伺います。淀川には 1 秒 1000t あまりの増水が見込まれますが増水量に対して堤防の安全度は十分

なのでしょうか、また三川合流部ではバックウォーター（逆流現象）が予想されるのではないかなどの課題を学び

あえればと考えます。 

淀川水系のダムの存在  

木津川 高山ダム（京都府・名張川）    完成年：1969 年（昭和 44 年 

室生ダム（奈良県・宇陀川）  完成年：1973 年（昭和 48 年 

青蓮寺ダム（三重県・名張川） 完成年：1970 年（昭和 45 年） 

比奈知ダム（三重県・名張川） 完成年：1974 年（昭和 49 年） 

布目ダム（奈良県・布目川）  完成年：1991 年（平成 3 年） 

川上ダム（三重県・名張川）  完成年：2023 年（令和 5 年）  

       宇治川 天ヶ瀬ダム（京都府・宇治川） 完成年：昭和 39 年度（1964 年 

       桂川  日吉ダム（水資源機構関西支社）完成年：1999 年（平成 9 年） 

 

 

 

参加申し込み fddbw257@yahoo.co.jp  氏名 住所 電話（携帯可） 最小受付 15 名 

集合     天ケ瀬ダム駐車場 現地 10 時集合現地解散 午後の企画＝自由参加（国交省排水機場など） 

主催     特定非営利活動法人やましろ里山の会 事務所 京田辺市田辺深田 15 0774-64 

(トンネル式放流設備) 


